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オオワシHZz"ace加ｓｐｇｊ昭jc〃sはオホーツク海北部で繁殖し，南部で越冬している大咽のワ

シで，総個体数は約5200羽と推定されており（NakagawagtaI.1987)，レッドデータブック

ではVulnerable（危急極）とされている（Collaretaﾉ.1994)．オジロワシＨαﾙici"αは11本で

も北海道で少数繁殖し，越冬期に個体数が増加する．レッドデータブックではNear‐

threatenedSpecies（要注意種）とされている（Collar”αﾉ.1994)．

このように季節的な移動を行なう希少種の保護施策を答えるには．それぞれの種が季節ご

とにどのような分布をしているのか，そしてその分布がどのような要因により決まっている

のかを明かにすることが重要である．現在までのところ，繁殖期のオオワシの分布について

は，カムチャツカについてLobkov＆Neiiel，dｔ（1986）が，マガダン周辺についてPotapovej

aﾉ．（1995）が，アムール流域についてBabenkoeｵαI．（1988）が報倍している．また，越冬

期のオオワシとオジロワシに関してはNakagawaglfalI．（1987）が分布状況について，オジロワ

シ・オオワシ合|司調盃グループ（1996）がスケトウダラ漁や氷下漁などの人間活動に依存し

て越冬していることについて報併しており､渡りの状況はオオワシについてMeyburg＆

Lobkov（1994)，Uetaetaﾉ．（inpress）が，オジロワシについてはUetaaaJ．（1998）が報fi了

している．しかし，春期，秋期のオオワシとオジロワシの分布状況については白木（1996）

の８河川にもとづく調査しかない．そこで，秋期のオオワシとオジロワシの分ｲＩｉ状況と分布

に影響を与える要因について調査を行なったので，その結果について報告する．

調査方法

調査は北海道オホーツク海沿岸の河川で行なった．1995年１１月１７～２７日にかけて19河

川で，１９９７年１１月２１～２３日にかけて１６河川で調査を行なった．オオワシとオジロワシの

分布は河川沿いの道路や堤防上を40kｍ/h程度の速度で''1動車で走行し，車中からオオワシ

の個体数をかぞえた．調査距離の副舎測は自動車の距離計をもちいた．

アムール川流域では８月中～下旬のI越冬地への移動前にオオワシがサケ類の産卵する河川
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図１．オオワシおよびオジロワシの密度と１調査区あたりのサケの死体数との関係．

Fig.１．RelationshipbetweenautumndistributionofsalmonandSteller，sSeaEaglesinHokkaido，

Japan．

に集結し，産卵の終わったサケ類の死体を採食していることより（ＶＢ・Masterov氏私信)，

北海道においても秋期のオオワシの食物としてもサケ（シロザケＯ"CO伽"cjb"sﾙ”）を想定

し，各河川のサケの死体の数をかぞえ，オオワシの生息密度と比較した．サケの数は橋のあ

る場所など河川上の任意の場所に５０ｍ×河川幅の調査区を設定し，その中の死体の数を記

録した．調査区は各河川に最低３か所設定し，調査距離の長い河川ではそれに応じて調査区

を増やした．

結果および考察

１ｋｍあたりのオオワシの観察個体数と１調査区あたりのサケの死体の数には1995年，１９９７

年ともに有意な正の相関が認められた（図１；1995：で＝0.519,Ｐ＝0.002,Ｎ＝19;1997：

て＝0.880,Ｐ＝0.000,Ｎ＝16)．オジロワシについても両年ともに正の相関が認められた（図

１；1995:で＝0.834,Ｐ＝0.000,Ｎ＝19;1997:で＝0.802,Ｐ＝0.000,ﾉV＝16)．

オオワシの採食行動は1995年の調査で２回，1997年の調査で５回，オジロワシの採食行

動を1997年の調査で３回観察した．これらのすべてはサケの死体を食べていたものだった．

さらにサケの死体が集中している場所からオオワシやオジロワシが飛び立つのも観察した．

したがって，この時期のオオワシやオジロワシの主要な食物の１つはサケの死体であると考

えられ，秋期のワシ類の分布は食物のサケの死体の分布に大きく影響をうけていると考えら

れる．

オオワシの越冬期の食物については，現在，最大の越冬地となっている風蓮湖では氷下漁

で捨てられる魚を食物としており，その他の越冬地でも多くはそのような人間活動から出さ

れるものに食物を依存していることが明らかになっている（オジロワシ・オオワシ合同調査
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グループ1996)．羅臼のオオワシの数がスケトウダラ漁の不漁とともに減少してしまったよ

うに（オジロワシ・オオワシ合同調査グループ1996)，人間活動に依存していると，不漁や

今まで捨てていたものを人間が利用するようになる，あるいは捨て方を変えるなど人間活動

が変化したときに，今まで好適だった越冬地が急に好適でなくなる可能性がある．また，死

亡したオオワシから高濃度のＰＣＢなどの化学物質が検出されたことが報告されている（岩田

ほか1997)．人間活動への依存，特に魚加工工場などから出る生ゴミを摂食しているような

場所では化学物質を食物といっしょに取込んでしまい，死亡あるいは繁殖への悪影響がでる

可能性もあり，できるだけ自然の食物で越冬できることが望まれる．

今回の調査でサケの死体がオオワシやオジロワシの秋期の食物として重要であることが明

らかになったが，サケの死体の多い河川では，それを食物として越冬もしている（オジロワ

シ・オオワシ合同調査グループ1996)．したがって，サケの遡上する河川は，オオワシやオ

ジロワシの越冬地としても重要と考えられる．しかし，北海道オホーツク海岸の主要河川の

多くにはサケを捕獲するための薬（ウライ）が設置されており，そこでほとんどのサケを捕

獲しているので，築より上流へは増水時などを除いては，ほとんどサケがのぼれないように

なっている．こうした状況下ではオオワシやオジロワシは食物としてサケの死体を利用でき

ない．

このような捕獲が行なわれているオホーツク海側の河川が，1994年以前の22河川から1995

年には15河川へと減少し，サケが上流まで遡上できる河川がでてきた（北海道水産部1996,

1997,1998)．こうした河川は将来的に両種の好適な越冬地となる可能性がある．また，オオ

ワシやオジロワシが生息するためには食物とともに休息するための樹林帯などが必要と考え

られている（白木1996)．したがって，このようなサケの遡上できる河川を増やすとともに，

河川周囲の環境をワシ類が利用できるように保全していくことが，オオワシやオジロワシの

保護にとって重要であると思われる．

また，近年狩猟者に撃たれたエゾシカの死体を食物として越冬するオオワシやオジロワシ

が増加し，死体中に含まれる鉛銃弾片を誤食して鉛中毒死することが増加している（黒沢

1998)．羅臼でスケトウダラ漁の網からこぼれるスケトウダラに依存して越冬していたオオワ

シやオジロワシが漁獲量の減少にともなって各地に分散するようになった（オジロワシ・オ

オワシ合同調査グループ1996）ために，オオワシやオジロワシがエゾシカの死体を食物とす

るようになったと考えられるので，鉛中毒死を防ぐためにも，サケに依存してワシが越冬で

きるような場所を増やすことは重要なことと考えられる．
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要約

オオワシとオジロワシの秋期の分布に影響する要因について北海道オホーツク海沿岸の河川で，

1995年，1997年に調査を行なった．観察された両種の食物はすべてサケの死体で，サケの死体の分

布と両種の分布には強い正の相関が認められた．したがって，秋期のオオワシとオジロワシの分布

にはサケの死体の分布が強く影響していると考えられた．
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′IhedistributionofSteller'sandWhite-tailedSeaEagles比”““'２蝿坤sandHa伽c"〃

wasinvestigatedinnorth毛astemHokkaido,northemJapan・Ｗｅｓｕｒveyedl9riversduring

November2025,1995andl6riversduringNovember21-23,1997．Thesurveywasmadeby

drivingalongtheriverinacaratabout40km/ｈｃountingeagles､Ｗｅｒ℃searchedthedistribution

ofdeadsalmonasindiceoffbodabundanceoftheeagles,Wemadeatleast3plots(50mxnver

width),oneachriver,andcountedthenumberofdeadsalmonineachplot．

ＡⅡprもyitemsofSteuer，ｓ(ﾉV＝7)andWhite-tailedSeaEagles(ﾉV＝3)ｗｅ妃deadsalmou.'nle

densityofSteller，ｓＳｅａＥａｇｌｅｓ(individuals／ｋ､）increasedwiththeincreaseinnumberof

deadsalmonperplot.'nlerewerEsigmificantcorrelationsbetweenthedensiwofeaglesandthe

deadsalmoninbothl995andl997researches(1995：ｒ＝0.519,Ｐ＝0.002,Ｎ＝１９;1997:で＝

0.880,Ｐ＝0.000,ﾉV＝１６)．'nlerEwerealsosignificantcorrelationsbetweennumbersofWhite-

tailedSeaEaglesanddeadsalmon(1995:で＝0.834,Ｐ＝0.000,Ｎ＝19;1997:ｒ＝0.802,Ｐ＝0.000,

ﾉV＝16).TheserEsultssuggestthatSteuer，sandWhitetailedSeaEaglesheavilydependondead

sahnonastheirfbodinlateNovember,andtheirdistributionsaredeterminedbytheabundance

ofthesahnons．

Ｋ２y”0忽駄α榔如沈加dぶ励灘蜘加,Haliaeetusabicilla,Haliaeetuspelagicus,sαﾉ腕0〃


